
他空港のＰＩ実施事例について

2021年10月18日

中部国際空港将来構想推進調整会議検討部会



事例１ 福岡空港（滑走路増設）

事例２ 那覇空港（滑走路増設）

事例３ 北九州空港（滑走路延長）

事例４ 成田国際空港（滑走路増設、延長）

※いずれの事例もホームページ掲載情報をもとに作成



事例１：福岡空港（滑走路増設）①
■総合的な調査の実施（2003～2008年度）
 2002年12月の交通政策審議会航空分科会の答申において、福岡空港の需給が将来的に逼迫する等

の事態が予想されるとして、抜本的な空港能力向上方策等について、幅広い合意形成を図りつつ、総合
的な調査を進める必要があると示された。

 これを受け、国と地域（九州地方整備局、大阪航空局、福岡県、福岡市）において、2003年7月に「福
岡空港調査連絡調整会議」を設置し、滑走路増設、新空港を含めて、総合的な調査を実施。

 調査を進めるにあたっては、検討を４つの段階に分け、各段階でＰＩを実施。
その結果等を踏まえ、 現空港における滑走路増設案により、構想・施設計画段階の検討に移行した。

＜総合的な調査：福岡空港調査連絡調整会議＞※期間中に本体会議12回、幹事会7回開催
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段階 検討内容

ステップ１ 福岡空港の現状と課題、空港能力の見極め

ステップ２ 地域の将来像と福岡空港の役割、将来の航空需要の予測

ステップ３ 将来需要への対応方策※、将来対応方策の評価の視点
※ 近隣空港との連携、現空港の滑走路増設（３案）、 新空港（２案）を提示

ステップ４ 将来対応方策の比較評価※、方向性（案）
※ 現空港の滑走路増設、新空港を各１案に絞り込み比較評価

現空港における滑走路増設案 により、構想・施設計画段階へ移行
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事例１：福岡空港（滑走路増設）②
＜総合的調査におけるＰＩの実施内容＞ ※ＰＩ有識者委員会の助言、評価を得て実施
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ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

周
知
広
報

開始時期 2005.6.24～ 2006.6.27～ 2007.9.10～ 2008.9.20～

新聞広告 6回/5紙 5回/5紙 3回/3紙 2回/2紙
雑誌広告 － ２回/2誌 － ー
ラジオ広告 78回/3局 40回/2局 127回/2局 79回/2局
ラジオ放送 － ８回/1局 行政番組1回、その他1回 行政番組:1回
テレビ広告 － － 54回/3局 67回/3局
テレビ放送 － 行政番組:42回/2局 行政番組:42回/2局

その他:2回/2局
行政番組:42回/2局

その他:4回/4局
チラシ 65,000部 60,000部 90,000部 100,000部
ポスタ― 1,100部 1,100部 1,100部 1,100部
行政広報誌 福岡県、福岡市 福岡県、福岡市 福岡県、福岡市、地整 福岡県、福岡市
その他 調整会議ニュースレター 国際交流機関広報誌 国際交流機関広報誌 交流機関広報誌
ホームページ 2005.6.24～ 2006.6.27～ 2007.9.10～ 2008.9.20～

情
報
提
供
・
意
見
収
集

実施期間 2005.7.25～10.27 2006.7.10～11.4 2007.9.18～2008.1.10 2008.9.29～12.25

PIレポート配布 50,000部 60,000部 75,000部 100,000部
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ 空港、県庁、市役所 空港､県庁､市役所､地整 空港､県庁､市役所､地整 空港､県庁､市役所､地整
ホームページ 2005.6.24～10.27 2006.6.27～11.4 2007.9.10～2008.1.10 2008.9.20～12.25

説明会・懇談会 一般:5回
関係事業者・企業等:7回
周辺住民・自治体等:6回
出前説明会:4回

一般:5回
関係事業者:6回
周辺住民・自治体等:6回
出前説明会:11回

一般:6回
関係事業者:6回
周辺住民・自治体等:6回
出前説明会:25回

一般:5回
関係事業者:6回
周辺住民・自治体等:6回
出前説明会:65回

オープンハウス 5か所/各2日 7か所/各2日 8か所/各2日 10か所/各2日
空港見学会 5回 4回 1回 －
シンポジウム － 1回 － －
意見発表会 － － 1回 －
市民意見交換会 － － － 1回
パネル展示 － 9か所 － 7か所
グループヒアリング － 4回 － －

意見数 1,426名 3,115件 1,352名 3,921件 2,655名 7,933件 8,018名 28,557件
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事例１：福岡空港（滑走路増設）③
■構想・施設計画段階の検討（2009～2011年度）
 総合的な調査の結果で得た 「現空港における滑走路増設案」について、より具体的な空港計画策定に

向けた検討を実施し、取りまとめ。

【検討体制】

【検討内容】
需要予測の精査、滑走路等の施設配置計画、空港周辺への影響、事業費・工期・費用便益分析等

【検討プロセス】
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福岡空港構想・施設計画検討協議会

整備主体 ：九州地方整備局、大阪航空局
関係自治体：福岡県、福岡市

技術検討委員会

学識経験者、有識者で構成

PI評価委員会

学識経験者、有識者で構成

住民・関係者等

検討主体

技術的指導・助言 PIの助言・評価

PI

情報提供

意見

・PIレポート案について・PI実施計画等の検討 ・PIの結果確認・評価

協議会①
‘09.5.13

技術委員会①～③

協議会② 協議会③

PI委員会① PI委員会②

技術委員会④

PI委員への意見聴取

‘10.7.22

‘10.7.13‘09.12.7

‘09.12.22、’10.2.22、’10.7.7 ‘12.3.6

‘12.3.28

‘10.10.25

‘10.8.23～9.27

・検討の進め方の確認

・滑走路増設案の検討

・PIレポートの決定

・需要予測の再精査
・最終確認

・PI終了の確認
・最終取りまとめ

PIの実施 取りまとめ

一般空港PIガイドライン対象



【PIレポート】
福岡空港滑走路増設の構想・施設計画段階のPIレポートの抜粋
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事例１：福岡空港（滑走路増設）④ 一般空港PIガイドライン対象



事例１：福岡空港（滑走路増設）⑤
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■構想・施設計画段階におけるＰＩの実施

＜PI実施内容＞

周
知
広
報

ラジオ広告 34回/1局

ラジオ放送 行政番組：2回/2局

チラシ 60,000部
※空港、空港周辺の主要駅等23か所で街頭配布

福岡県内市町村に配布

ポスタ― 650部 ※福岡県内市町村に配布

行政広報誌 福岡県、福岡市、公民館だより（2区）

ホームページ 2010.8.10～ ※専用ページに情報掲載

情
報
提
供
・
意
見
収
集

PIレポート 68,000部
※空港、空港周辺の主要駅等23か所で街頭配布

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ、福岡県内市町村に配布

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ 空港、九州地整、福岡県庁、福岡市役所に設置

ホームページ 2005.8.23～9.27
※専用ページにPIレポート、意見募集アンケート掲載

説明会 一般:1回（93人）
周辺地域:10回（378人）
出前説明会:8回 一般・自治体等:6回、149人

企業・経済団体等:2回、70人

懇談会 関係事業者等:4回（物流、航空、交通、旅行事業者、
利用企業等 43団体、56人）

周辺団体:5回（5団体、84人）

パネル展示 10か所・延べ63日 ※福岡市区役所等の公共施設

意見数 1,545名 2,859件

（選択肢省略）

（いずれの問も、以下の選択肢）

（選択肢省略）

（自由記入方式）

（自由記入方式）

【意見募集アンケート（ハガキ）】

※PIの情報提供場所で配布

一般空港PIガイドライン対象



事例２：那覇空港（滑走路増設）①
■総合的な調査の実施（2003～2007年度）
 2002年12月の交通政策審議会航空分科会の答申において、那覇空港の需給が将来的に逼迫する等

の事態が予想されるとして、抜本的な空港能力向上方策等について、幅広い合意形成を図りつつ、総合
的な調査を進める必要があると示された。

 これを受け、国と地域（沖縄総合事務局、大阪航空局、沖縄県）において、2003年9月に「那覇空港
調査連絡調整会議」を設置し、那覇空港の今後の整備のあり方について総合的な調査を実施。

 調査を進めるにあたっては、検討を３つの段階に分け、各段階でＰＩを実施。
その結果等を踏まえ、 滑走路増設案により、構想段階の検討に移行した。

＜総合的な調査：那覇空港調査連絡調整会議＞※期間中に本体会議8回、幹事会7回開催
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段階 検討内容

ステップ１ 那覇空港の現状、課題、将来像

ステップ２ 那覇空港の将来需要予測及び空港能力の見極め

ステップ３ 那覇空港の将来対応方策
※ 滑走路増設について滑走路間隔、配置方向の組み合わせ12パターンから３案に絞り、

平行誘導路の二重化、対応策を実施しないことも合わせて比較
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滑走路増設案（3案からの絞り込みなし）により、構想段階へ移行



事例２：那覇空港（滑走路増設）②
＜総合的調査におけるＰＩの実施内容＞ ※ＰＩ評価委員会の助言、評価を得て実施
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ステップ１ ステップ２ ステップ３

周
知
広
報

開始時期 2005.7.21～ 2006.7.31～ 2007.8.29～

新聞広告 7回/3紙 4回/2紙 7回/3紙
ラジオ放送 1回/1局 行政番組:7回 行政番組:54回
テレビ広告 － 40回/3局
テレビ放送 県政番組:3回/3局 県政番組:3回/3局 県政番組:3回/3局
ポスタ― 空港・公共施設等:1,049枚

PI会場等:250枚
空港・公共施設等:1,000枚 空港・公共施設等:1,246枚

PI会場等:254枚
行政広報誌 沖縄県、那覇市、豊見城市、

沖縄総合事務局
沖縄県、県内13市町村、
沖縄総合事務局

沖縄県、県内20市町村、
沖縄総合事務局

ホームページ 2005.7.21～ 2006.7.31～ 2007.8.29～

その他 県庁内テレビ放映 空港大型ビジョンで放映
県議会棟前電光掲示板への掲示
PI開始式の実施:1回

PI開始式の実施:1回
各種大会、会議での呼びかけ:9回

情
報
提
供
・
意
見
収
集

実施期間 2005.8.1～9.30 2006.8.31～10.31 2007.8.29～10.28

調査報告書配布 詳細版:5,550部
概要版:26,462部

詳細版:5,710部
概要版:21,473部

詳細版:16,139部
概要版:77,235部

ホームページ 2005.7.21～9.30 2006.8.31～10.31 2007.8.29～10.28

説明会・懇談会 一般:3回
周辺住民:2回
関連事業者:1回
大学:1回

一般:3回
大学:2回
空港関係者:1回
経済団体:1回
観光団体:1回

一般:6回
大学・県職員:3回
地域住民:3回
空港関係者:2回
経済団体・観光団体:23回

オープンハウス 6か所・延べ35日 6か所・延べ46日 26か所・延べ172日
空港見学会 1回 1回 1回
シンポジウム － 1回 1回
パネル展示 4か所・延べ72日 3か所・延べ103日 10か所・延べ165日
その他 県庁内でDVD放映 県庁内でDVD放映 －

意見数 499名 697件 982名 2,404件 8,892名 20,951件



事例２：那覇空港（滑走路増設）③
■構想段階の検討（2008年度）
 総合的な調査の結果を踏まえ、滑走路増設３案を基本に施設規模、空港能力、配置、環境影響等に

ついて詳細な検討を行い、滑走路増設案（滑走路間隔 Ａ案:1,310ｍ、Ｂ案:850ｍ）を作成。

 ＰＩの実施を経て、Ａ案を選定し、施設計画段階に移行。

【検討体制】

【検討プロセス】

■施設計画段階の検討（2009年度）
 那覇空港構想・施設計画検討協議会において、構想段階で選定した滑走路増設案を対象に、具体的

な施設配置について詳細な検討を実施し、県民への意見募集を経て取りまとめ。 9

那覇空港構想・施設計画検討協議会

整備主体 ：沖縄総合事務局、大阪航空局
関係自治体：沖縄

技術検討委員会

学識経験者、有識者で構成

PI評価委員会

学識経験者、有識者で構成

住民・関係者等

検討主体

技術的指導・助言 PIの助言・評価

PI

情報提供

意見

・PIレポート等の了承・PI実施計画の検討 ・PIの結果確認・評価

協議会①
‘08.8.7

技術委員会①②

協議会② 協議会③

PI委員会③

技術委員会③

’08.12.9

’08.12.9’08.10.3

‘08.9.22、’08.10.24 ’09.3.9

’09.3.27

’09.3.16

‘08.12.15～’09.2.6

・検討の進め方の確認
・PI実施計画の検討

・滑走路増設案の検討

・PIレポート等の検討

・PI意見の対応確認

・PI終了の確認
・滑走路配置の
決定

PIの実施

PI委員会②

取りまとめ

PI委員会①

一般空港PIガイドライン対象



事例２：那覇空港（滑走路増設）④
【PIレポート】
那覇空港滑走路増設の構想段階のPIレポートの抜粋

一般空港PIガイドライン対象
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事例２：那覇空港（滑走路増設）⑤
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■構想段階におけるＰＩの実施

＜PI実施内容＞

周
知
広
報

新聞広告 6回/2紙
ラジオ放送 行政広報番組：62回
テレビ放送 行政広報番組：3回/3局
ポスタ― 1,500枚 ※公共施設、空港、駅等

行政広報誌 沖縄県、県内16市町村、沖縄総合事務局
ホームページ 2008.12.15～ ※専用ページに情報掲載

その他 PI開始式の実施:1回
各種大会、会議等での呼びかけ:23回

情
報
提
供
・
意
見
収
集

PIレポート 概要版:86,549部
詳細版:1,094部

ホームページ 2008.12.15～2009.2.6
※専用ページにPIレポート、意見募集アンケート掲載

説明会 一般:7回（389人）※県庁、6市

懇談会 地域住民:10回（350人）
空港関係者:4回（122人）
経済団体等:13回（384人）
大学:1回（22人）

オープンハウス 30か所・延べ190日
※県市町村庁舎、空港、商業施設等

シンポジウム 1回（197人）
パネル展示 5か所・延べ103日 ※空港、駅等

その他 県庁、沖縄総合事務局内でDVD放映

意見数 13,531名 27,543件

■施設計画段階における意見収集
ホームページからの県民等への意見募集（2009.6.22～7.21）を実施 ⇒ 意見数：17名、37件

※公共施設、空港、駅、PI会場、
各種会議・大会等で配布

（自由記入方式）

（自由記入方式）

※ 設問の１.2.については、選択肢省略

【意見募集アンケート（ハガキ）】

※PIの情報提供場所で配布

一般空港PIガイドライン対象



事例３：北九州空港（滑走路延長）①
■施設計画段階の検討（2020年度～実施中）
 大型貨物機の長距離運航を可能とするため、現滑走路の延長（2,500ｍ⇒3,000ｍ）について自治

体等からの要請があり、国（大阪航空局、九州地方整備局）は滑走路を延長整備する計画を検討。

 この計画の透明性を確保、幅広い合意形成、検討の円滑かつ効率的な推進に資するため、関係自治体
とで協議会を設置し、ＰＩを実施することとした。

※ 滑走路延長事業については、基本的に候補地を選定する段階（構想段階）はないため、施設計画段階から実施

【PIの実施体制】

【検討内容】
PIの実施計画（実施体制、取組方針、実施手順、実施手法、実施対象等）、提供情報（PIレポート）、
PI活動の実施場所 など

【PI実施プロセス】

12

北九州空港施設計画検討協議会

整備主体 ：九州地方整備局、大阪航空局
関係自治体：福岡県、北九州市、苅田町

住民・関係者等
PI の
助言・
評価

PI

情報提供

意見

PI評価委員会

学識経験者、
有識者で構成

（実施中）

・実施計画※、PIレポート※、
実施場所の検討 ※後日、一部修正し確定

・実施計画案の検討 ・PIの結果確認・評価

協議会①
‘20.8.6

協議会② 協議会③

PI委員会①

’21.4.28

’21.5.28’20.10.9

’21.7.15～8.15

・実施計画案の確認 ・実施計画案、PIレポート案、
実施場所案の確認

・PI目標達成判断
PIの実施 取りまとめ

PI委員会② PI委員会③

（今後開催）

（今後開催）

一般空港PIガイドライン対象
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事例３：北九州空港（滑走路延長）②
【PIレポート】
北九州空港滑走路延長の施設計画段階のPIレポートの抜粋

一般空港PIガイドライン対象



事例３：北九州空港（滑走路延長）③

14

■施設計画段階におけるＰＩの実施

＜PI実施内容＞

周
知
広
報

マスメディア 新聞､テレビ等の報道機関に情報提供し、周知を促す
ラジオ放送 福岡県広報番組
テレビ放送 福岡県広報番組
チラシ 枚数不明

※福岡県・北九州市・苅田町の公共施設、空港等で配布

ポスタ― 枚数不明
※福岡県・北九州市・苅田町の公共施設、空港等で掲示

行政広報誌 福岡県、北九州市、苅田町
ホームページ 2021.7.15～ ※専用ページに情報掲載

SNS 福岡県、北九州市、苅田町の公式アカウントから発信
（Facebook、Twitter、LINE）

情
報
提
供
・
意
見
収
集

PIレポート 枚数不明
※福岡県・北九州市・苅田町の公共施設、空港等で配布

福岡県と包括協定を結ぶ大手コンビニ（１社）に配架

ホームページ 2021.7.15～2021.8.15
※専用ページにPIレポート、意見募集アンケート掲載

説明会 2回（北九州市:1回、苅田町:1回）
パネル展示 12か所

意見数 取りまとめ中

【意見募集アンケート（ハガキ）】

※北九州空港、九州整備局、
福岡県、北九州市、苅田町の庁舎・公共施設

問１：本冊子（北九州空港滑走路延⾧計画のＰＩレポート）を、どこで入手され
ましたか。該当するものに印を付けてください。

□福岡県、北九州市、苅田町の公共施設 □北九州空港
□コンビニ □パネル展 □説明会 □ホームページ
□その他（ ）

以下の問２～６の設問は、ＰＩレポートの内容について、どの程度ご理解を頂け
たかをお伺いするものです。該当するものに印を付けてください。（一つのみ）

問２：北九州空港の概要（北九州空港は、旅客の取扱いだけでなく貨物空港とし
ても魅力のある空港であることなど）で紹介した内容ついてご理解いただけまし
たか。（３～4 頁）

□理解できた □ある程度理解できた □理解できなかった

問３：滑走路延⾧の必要性（北米・欧州との直行便には滑走路⾧が3,000ｍ必要
であること等）で紹介した内容についてご理解いただけましたか。（5~７頁）

□理解できた □ある程度理解できた □理解できなかった

問４：滑走路延⾧の効果と影響（北米・欧州との直行便の新規就航が見込まれる
ことや周辺への影響など）で紹介した内容についてご理解いただけましたか。
（8～12 頁）

□理解できた □ある程度理解できた □理解できなかった

問5：滑走路延⾧計画（案）（滑走路⾧を南側に延伸することなど）で紹介した
内容についてご理解いただけましたか。（13～15 頁）

□理解できた □ある程度理解できた □理解できなかった

問6：本冊子でご提供した北九州空港の滑走路延⾧計画についてご理解いただけ
ましたか。

□理解できた □ある程度理解できた □理解できなかった

問７：北九州空港の滑走路延⾧計画に期待することやご意見など自由にお書き下
さい。

問８：貴方ご自身について教えて下さい。

（省略）※居住地、年代、業種（選択）を記載

【滑走路延長イメージ】

一般空港PIガイドライン対象



事例４：成田国際空港（滑走路増設、延長）①
■成田空港に関する四者協議会による検討（2015～2018年度）
 2014年7月に、交通政策審議会航空分科会基本政策部会の「首都圏空港機能強化技術検討小委

員会」において、首都圏空港の更なる機能強化のための方策の１つとして、成田国際空港の第3滑走路
の整備、B滑走路の延伸が示された。

 これを受け、「成田空港に関する四者協議会(国、成田空港会社、千葉県、地元9市町で構成) 」におい
て、2015年9月から具体的な検討を開始。

 成田空港は、開港に至る歴史的経緯等も踏まえ、また、この事業が地域の生活環境に与える影響が大き
いことから、周辺地域に広く情報発信し、その都度、意見を伺うなど、周辺地域住民に丁寧な説明を行うと
ともに、地域振興策も策定するなど、関係者と共に住民の理解を深めてきた。

 2018年3月、四者協議会において、滑走路延長等の事業実施について正式に合意を得た。

【四者協議会における検討プロセス】

15※上記に並行して環境アセスメント手続きを実施 地域振興策（基本プランの策定）



事例４：成田国際空港（滑走路増設、延長）②

【四者協議会で結論を得た滑走路の具体的な位置】

16

滑走路については、成田空港の国際競争力確保の観点から発着容量を50万回まで拡大させ、航空機の地
上走行が短く効率的な運用が可能となる案とした。

 C滑走路は、Ｂ滑走路の南側に、3,500mの滑走路を以下の配置で整備する。

 B滑走路は、既存のＢ滑走路を北側に1,000m延伸し、3,500mの滑走路を整備する。

2018年3月 成田空港に関する四者協議会 「成田空港の更なる機能強化の最終的な結論について（案）」 より


